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平泉 町 議会 (以下 「 議 会 」 と いう 。) は 、 二 元 代表 制 の も と 、 平 泉町 長 (以下 
「 町 長 」 と いう 。) と と も に 町 民 の 負 託 を 受け た 町 の 代表 機関 で ある 。 

議会 は 多 人 数 に よる 合議 制 の 機関 と し て 、 町 長 は 独 任 制 の 機関 と し て 、 そ れ 
ぞ れ 異な る 特性 を 生か し 、 町 民 の 意思 を 町 政 に 的 確 に 反映 させ る た め に 競い 、 
協力 し 合い な が ら 、 平 泉町 と し て の 最良 の 意思 決定 を 導く 共通 の 使命 が 課せ ら 
れ て いる 。 

地方 分 権 の 時 代 に あっ て 、 自 治 体 の 自主 的 な 意思 決定 と 責任 の 範囲 が 拡大 し 
た 今日 、 議 会 の 果たす 役割 は 確実 に 増し て き て お り 、 自 治 体 政 策 を 審議 する 場 
合 に お いて 、 そ の 論点 、 争 点 を 明らか に し な が ら 持 て る 機能 を 十分 に 駆使 し 、 
議決 機関 と し て の 責務 を 果たさ な けれ ば な ら な い 。 

この よう な 使命 を 達成 する た め 、 議 会 は 町 民 の 代表 機関 で や る こと を 常に 自 
覚 し 、 地 方 自治 法 (昭和 22 年 法律 第 67 号 ) が 定め る 概括 的 な 規定 の 遵守 と と 
も に 、 積 極 的 な 情報 の 公開 、 町 民 と の 関係 、 町 長 そ の 他 執 行 機関 と の 関係 、 議 
会 活動 の 原則 及び 議員 の 活動 原則 等 を 定め 、 町 民 の 負 託 に 全力 で 応え て いく こ 
と を 決意 し 、 議 会 の 遵守 すべ き 合 意 事項 と し て この 条例 を 制定 する 。 







































































































































































第 1 章 目的 
(目的 ) 

第 1 条 この 条例 は 、 議 会 に 関す る 基本 事項 を 定め る こと に より 、 議 会 へ の 民 
意 の 反映 と 、 議 会 の 情報 公開 を 充実 させ 、 開 か れ た 議会 を 目指 し 、 議 決 機関 
と し て の 責任 を 果たす こと を 目的 と する 。 

第 2 章 議会 ・ 議 員 の 活動 原則 
(議会 活動 の 原則 ) 

第 2 条 議会 は 、 Se 

a 透明 性 、 信 頼 性 を 重んじ た 町 民 に 開か れ た 議会 及び 町 民 参加 を 
溢 続 的 に 推進 する 議会 を 目指 し て 活動 する 。 

2 議会 は 、 正 副 議 長 の 選出 に あたり 、 本 会 議 に お いて それ ぞ れ の 職 を 志願 す 
DGP 

3 議会 は 、 議 員 、 町 長 、 町 民 等 の 交流 と 自由 な 討議 の 場 で あや る と の 訟 識 に 
ち 、 そ の 実現 の た め に この 条例 に 規定 する も の の ほか 、 こ の 条例 を ふま えて 
別に 定め る 平泉 町 議会 会 議 規則 (昭和 63 年 規則 第 1 号 ) の 内 容 を 継続 的 に 見 

直す も の と する 。 

4 議長 は 、 別 に 定め る 平泉 町 議会 傍聴 規則 (昭和 61 年 规则 第 1 号) に 定め る 
町 民 の 傍聴 に 関し 、 議 案 の 審 議 に 用 いる 資料 等 を 提供 する な ど 、 町 民 の 傍聴 
の 意欲 を 高め る 議会 運営 に 努め る 。 

(議員 の 活動 原則 ) 
He 議員 は 、 議 会 が 言論 の 府 で ある こと 及び 合議 制 の 機関 で や る こと を 十 
分 に 認識 し 、 議 員 相 互 問 の 自由 討議 の 推進 を 図る も の と する 。 

2 議員 は 、 町 政 の 課題 全般 に つい て 、 地 域 別 及 び 団 体 別 等 の 町 民 の 意見 を 的 
確 に 把握 する と と も に 、 自 己 の 能力 を 高め る 継続 的 な 研 鏡 に よっ て 、 町 民 の 
負 託 に 応え る 活動 を する も の と する 。 

3 議員 は 、 個 別 的 な 事案 の 解決 だ け で な く 、 町 民 全体 の 福祉 の 向上 を 目指 し 
て 活動 を する も の と する 。 

Lait 

第 4 条 議会 及び 議員 は 、 こ の 条例 に 定め る 理念 及び 原則 並び に これ ら に 基 づ 
OE 軍 営 し 、 も っ て 町 民 を 
代表 する 合議 制 の 機関 と し て 、 町 民 に 対す る 責任 を 果たさ な けれ ば な ら な い 。 






































































































































































































































































































































第 5 条 町 政 の 課題 等 に 関す る 町 民 の 意見 を 的 確 に 把握 し 、 議 会 が 本 来 有 する 














自律 性 に より 主体 的 か つ 機 動 的 な 活動 を 展開 する た め 、 定 例会 の 会 期 は 通年 
と する 。 
2 会 期 を 通年 と する こと に 関し 必要 な 事項 は 、 議 長 が 別に 定め る 。 

第 3 章 町 民 と 議会 の 関係 

(町 民 参加 及び 町 民 と の 連携 ) 

第 6 条 議会 は 、 議 会 の 活動 に 関す る 情報 公開 を 徹底 する と と も に 、 町 民 に 対 

NMR に 果たさ な けれ ば な ら な い 。 

よ 、 本 会 議 の ほか 、 常任 委員 会 、 特別 委員 会 を 原則 公開 する と と も に 
主催 の 一 般 会 議 を 設置 する な ど 、 町 民 が 議会 の 活動 に 参加 で きる よう な 
講ず る も の と する 。 

、 本 会 議 、 常 任 委員 会 特別 委員 会 等 の 運営 に 当たり 、 参 考 人 制度 及 
会 制度 万 十 分 こ 活用 し て 、 町 民 の 専門 的 又は 政策 的 見 識 等 を 議会 の 討 

議 に 反映 させ る も の と する 。 

4 議会 は 、 請 願 及 び 陳 情 を 町 民 に よる 政策 提案 と 位置 づけ る と と も に 、 
審議 に お いて は 、 こ れ ら 提案 者 の 意見 を 聴く 機会 を 設け な けれ ば な ら な い 。 
5 議会 は 、 町 民 、 町 民団 体 、NPO 等 と の 意見 交換 の 場 を 多様 に 設け て 、 議 会 
及び 議員 の 政策 能力 を 強化 する と と も に 、 政 策 提案 の 拡大 を 図る も の と する 。 
6 議会 は 、 重 要 な 議案 に 対す る 各 議 員 の 態度 を 議会 広報 で 公表 する 等 、 議 員 

の 活動 に 対し て 町 民 の 評価 が 的 確 に な され る よう 情報 の 提供 に 努め な けれ 

ば な ら な い 。 

7 議会 は 、 議 会 モニ ター を 設置 し 、 町 民 か ら 議 会 運営 等 に 関す る 要望 、 提 言 
その 他 の 意見 を 聴取 し 、 議 会 運営 に 反映 させ る こと が で きる 。 
8 議員 は 、 議 会 の 権限 Sa 義 決 事項 に つき 、 必 要 が ある と 認 
と き は 、 当 該 事項 に 関す る 十分 な 情報 公開 の も と に 、 町 民 に よる 投票 を 行い 、 
その 結果 を 尊重 し て 議決 する こと が で きる 。 
第 4 章 町 長 と 議会 の 関係 

(町 長 等 と 議会 及び 議員 の 関係) 

第 7 条 議会 の 本 会 議 に お ける 議員 と 町 長 及び 執行 機関 の 職員 の 質疑 応答 は 
広く 町 政 上 の 論点 、 人 争点 を 明確 に する た め 、 一 間 一 答 の 方 式 で 行う 。 

2 議長 か ら 本 会 議 及び 常任 委員 会 、 特 別 委員 会 へ の 出 抽 を 要請 され た 町 長 、 

教育 委員 長 及 び 教 育 長 は 、 議 員 の 質問 に 対し て 議長 又は 委員 長 の 許可 を 得 て 反 
問 す る こと が で きる 。 
(町 長 に よる 政策 等 の 形成 過程 の 説明 ) 





























































































































































































































第 8 条 町 長 は 、 議 会 に 計画 、 政 策 、 施 策 、 事 業 等 (以下 「 政 策 等 」 とい う 。) 
を 提案 する と き は 、 政 策 等 の 水準 を 高め る た め 、 次 に 掲げ る 政策 等 の 決定 過 

程 を 説明 する よう に 努め な けれ ば な ら な い 。 

(1) 政策 等 の 発生 源 

(2) 検討 し た 他 の 政策 案 等 の 内 容 

(3) 他 の 自治 体 の 類似 する 政策 と の 比較 検討 

(4) 総合 計画 に お ける 根拠 又は 位置 付け 

(5) 関係 ある 法令 及び 条例 等 
(6) 政策 等 の 実施 に 係る 財源 措置 
ML ts 

2 議会 は 、 前 項 の 政策 等 の 提案 を 審議 する に 当たっ て は それ ら の 政策 等 の 水 
準 を 高め る 観点 か ら 、 立 案 、 執 行 EE 
に 、 執 行 後に お ける 政策 評価 に 資す る 審議 に 努め る 。 

第 9 条 町 長 は 、 予 算 案 及び 決算 を 議会 に 提出 し 、 議 会 の 審議 に 付す に 当たっ 
て は 、 前 条 の 規定 に 準じ し て 、 分 か りや すい 施策 別 又は 事業 別 の 政策 説明 資料 
を 作成 する よう 努め る も の と する 。 

(法律 第 96 条 第 2 項 の 議決 事項 ) 

第 10 条 法律 第 96 条 第 2 項 の 議会 の 議決 事項 に つい て は 、 代 表 機 関 で ある 議 
会 が 、 町 政 に お ける 重要 な 計画 等 の 決定 に 参画 する 観点 と 同じ く 代 表 機関 で 
ある 町 長 の 政策 執行 の 必要 性 を 比較 考慮 の うえ 、 次 の よう に 定め る も の と す 
る 。 

(1) 平泉 町 に お ける 総合 的 か つ 計 画 的 な 行政 の 運営 を 図る た め の 基 本 構想 及 
び 総 合計 画 
(2) 平泉 町 都市 計画 マス ター プラ ン 
(3) 平泉 町 住宅 マス ター プラ ン 
第 5 章 自由 討議 の 拡大 
(自由 討議 に よる 合意 形成 ) 

第 11 条 議会 は 、 議 員 に よる 討議 の 広場 で も や る こと を 十分 に 認識 し 、 議 長 は 、 
町 長 等 に 対す る 本 会 議 等 へ の 出席 要請 を 最小 限 に と ど め 、 議 員 相 互 間 の 討議 
を 中 心 に 運営 し な けれ ば な ら な い 。 

2 議会 は 、 本 会 議 等 に お いて 、 議 員 提 出 議案 、 町 長 提出 議案 及び 町 民 提 案 等 
に 関 し て 審議 し 結論 を 出す 場合 、 議 員 相互 の 自由 討議 に より 議論 を 尽く し て 

合意 形成 に 努め る と と も に 、 町 民 に 対す る 説明 責任 を 十分 に 果たさ な けれ ば 





ュー ン 











































































































































































































な ら な 

















い 。 






































































































































































































































3 議員 は 、 前 2 項 に よる 議員 相互 の 自由 討議 を 拡大 する た め 、 政 策 、 条 例 、 

意見 等 の 議案 の 提出 を 積極 的 に 行う よう 努め る も の と する 。 

第 6 章 政務 活動 費 

(政務 活動 費 の 交付 、 公 開 、 報 告 ) 

第 12 条 政務 活動 費 は 、 議 員 に よる 政策 研究 、 政 務 提 言 等 が 確実 に 実行 され 
る よう 別に 定め る 平泉 町 議会 政務 活動 費 の 交付 に 関す る 条例 (平成 年 条 
例 第 号) に 基づき 議員 個人 に 対し て 交付 する も の と する 。 

2 政務 活動 費 の 交付 を 受け た 議員 は 、 公 正 性 、 透 明 性 等 の 観点 に 加え 、 そ の 
支出 根拠 が 議会 の 議決 事項 で ある 予算 に 依拠 する こと か ら 、 町 民 等 か ら 疑 義 
が 生じ な いよ う 、 議 長 に 対し て 証票 類 を 添付 し た 報告 書 を 提出 する と と も に 、 

1 年 に 1 回 以上 、 政 務 活 動 費 に よる 活動 状況 を 町 民 に 報告 し な けれ ば な ら な 
い 。 
第 7 章 議会 改革 の 推進 
(議会 改革 推進 会 議 

第 13 条 議会 は 、 議 会 改革 に 継続 的 に 取り 組む た め 、 議 員 で 構成 する 議会 改 
時 推進 会 議 を 設置 する 。 

2 議会 は 、 必 要 が ある と 認め る と き は 、 前 項 の 議会 改革 推進 会 議 に 学識 経験 


者 等 を 構成 員 と し て 加え る こと が で きる 。 
(交流 及び 連携 の 推進 ) 
















































































第 14 条 議会 は 、 他 の 自治 体 の 議会 と の 交流 及び 連携 を 推進 する た め 、 独 自 
に 又は 共同 し て 、 分 権 時 代 に ふさ わし い 議 会 の 在り 方 に つい て の 調査 研究 等 
を 行う も の と する 。 

(議会 モニ ター の 設置 ) 

第 15 条 議会 は 、 円 滑 か つ 民 主 的 な 議会 運営 等 を 推進 する た め 、 議 会 モニ タ 
ー を 設置 する こと が で きる 。 

2 前 項 の 議会 モニ ター に 関し 必要 な 事項 は 、 議 長 が 別に 定め る 。 

第 8 章 議会 ・ 議 会 事務 局 の 体制 整備 
(委員 会 等 の 適切 な 運営 及び 一 般 会 議 の 設置 ) 
第 16 条 議会 は 、 社 会 、 経 済 情 勢 等 に より 新た に 生じ る 行政 課題 に 適切 か つ 























を 高め な けれ ば な ら な い 。 
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議会 は 、 町 政 の 課題 


に 柔軟 に 対処 する た め 、 町 


政 全般 





に ね わた っ で 、 


辻 束 に 対応 する た め 、 常 任 委員 会 、 特 別 委員 会 等 の 適切 な 運営 に より 機動 カ 
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= 人 、 
半 % 記 3 








び 町 民 が 自由 に 情報 及び 意見 を 交換 する 一 般 会 議 を 設置 する こと が で きる 。 
(議会 図書 室 ) 

第 17 条 議会 は 、 議 員 の 調査 研究 に 資す る た め 、 議 会 図書 室 の 充実 に つと め 
る も の と する 。 

(議会 事務 局 ) 

第 18 条 議会 は 、 議 会 の 政策 立案 能力 を 向上 させ 議会 活動 を 円 滑 か つづ 効率 的 
に 行う た め 、 議 会 事務 局 の 調査 及び 法制 機能 の 充実 を 図る も の と する 。 
ee 

第 1 9 条 議員 は 、 議 員 の 政策 形成 及び 立案 能力 の 向上 な ど を 図る た め 、 議 員 
研修 の 充実 強化 を 図り 、 こ の 条例 の 理念 を 議員 に 浸透 させ る よう 努め る も の 
と する 。 

2 議会 は 、 議 員 研 修 の 充実 強化 に 当たり 、 広 く 各 分 野 の 専門 家 、 町 民 各 層 と 
の 議員 研究 会 を 開催 する こと が で きる 。 

(議会 広報 の 充実 ) 

第 2 0 条 議会 は 、 町 政 に 係る 重要 な 情報 を 、 議 会 独自 の 視点 か ら 、 常 に 町 民 
に 対し 周知 する よう 努め る も の と する 。 

2 議会 は 、 情 報 技術 の 発達 を ふま えた 多様 な 広報 手段 を 活用 する こと に より 、 
多く の 町 民 が 議会 と 町 政 に 関心 を 持つ よう 議会 広報 活動 に 努め る も の と する 。 

第 9 章 議員 の 身分 ・ 待 遇 、 政 治 倫理 
(議員 定数 ) 

第 21 条 議員 定数 は 、 別 に 条例 で 定め る 。 

2 議員 定数 の 改正 に 当たっ て は 、 財 政 改革 の 視点 だ け で な く 、 町 政 の 現状 と 

課題 、 将 来 の 予測 と 展望 を 十分 に 考慮 する と と も に 、 議 員 活 動 の 評価 な ど に 
関し 町 民 の 意見 を 聴取 する た め 、 参 考 人 制度 及び 公聴 制度 を 十分 に 活用 する 
も の と する 。 

3 議員 定数 の 条例 改正 案 は 、 法 律 第 74 条 第 1 項 の 規定 に よる 町 民 の 直接 請求 
が あっ た 場合 を 除き 、 改 正 理 由 の 説明 を 付 し て 必ず 議員 が 提案 する も の と す 
る 。 

(議員 報酬 ) 

第 22 条 議員 報酬 は 、 別 に 条例 で 定め る 。 

2 議員 報酬 の 改正 に 当たっ て は 、 行 財政 の 視点 だ け で な く 町 政 の 現状 及び 課 
題 を 十分 に 考慮 する と と も に 、 町 民 の 意見 を 参考 と し 検討 する も の と する 。 

3 議員 報酬 の 改正 議案 は 、 町 民 の 直接 請求 に よる 場合 及び 町 長 が 提出 する 場 
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合 を 除き 、 明 確 な 改正 理由 を 付 し て 委員 会 文 は 議員 が 提出 する も の と する 。 
(議員 の 政治 倫理 ) 

第 23 条 議員 は 、 町 民 全体 の 代表 者 と し て その 倫理 性 を 常に 自覚 し 、 自 己 の 
地位 に 基づく 影響 力 を 不正 に 行使 する こと に よっ て 、 町 民 の 疑惑 を 招く こと 
の な いよ 2 行動 し な けれ ば な ら な い 。 な お 、 必 要 な 事項 は 、 議 長 が 別に 定め 
る 。 








































































































第 2 4 条 この 条例 は 、 議 会 運営 に お ける 最高 規範 で や っ て 、 議 会 は この 条例 
に 和 違反 する 議会 の 条例 、 規 則 、 規 程 等 を 制定 し て は な ら な い 。 

2 議会 は 、 議 会 に 関す る 日 本 国 憲 法 、 及 び 他 の 法令 等 な どの 条項 を 解釈 し 、 
運用 する 場合 に お いて も 、 こ の 条例 に 了 周 ら し て 判断 し な けれ ば な ら な い 。 
(継続 的 検討 ) 

第 2 5 条 この 条例 の 施行 後 、 議 会 は 、 常 に 町 民 の 意見 、 社 会 情勢 の 変化 な ど 
を 勘案 し て 、 継 続 的 な 議会 運営 に 係る 評価 と 改善 を 行い 、 必 要 が ある と 認め 
る と き は 、 所 要 の 措置 を 講ず る も の と する 。 

2 議会 は 、 こ の 条例 を 改正 する 場合 は 議員 全員 が 
会 議 に お いて 改正 の 理由 を 説明 し な けれ ば な ら な 

附 則 
この 条例 は 、 平 成 28 年 1 月 1 日 か ら 施 行 する 。 





















































替 同 する 場合 で あっ て も 、 















































平泉 町 議会 議員 政治 倫理 条例 

(目的 ) 

第 1 条 この 条例 は 、 平 泉町 議会 議員 (以下 「 議 員 」 と いう 。) が 町 政 の 担い 手 
と し て 町 民 の 信託 に 応え る に ふさ わし い 人 格 と 倫理 を 堅持 する た め に 必要 な 
事項 を 定め 、 町 民 に 信頼 され る 公正 で 民主 的 な 町 政 の 発展 に 寄与 する こと を 
目的 と する 。 

(議員 の 責務 ) 

第 2 条 議員 は 、 町 民 の 代表 と し て 自ら の 役割 を 正しく 認識 し 、 そ の 使命 の 達 
成 に 努力 し な けれ ば な ら な い 。 

2 議員 は 、 こ の 条例 の 規定 に 違反 する 事実 が ある と の 疑惑 を も た れ た と き は 、 
疑惑 の 解明 に 当たる と と も に 、 そ の 責任 を 明らか に し な けれ ば な ら な い 。 
(政治 倫理 基準 ) 

第 3 条 議員 は 、 次 に 掲げ る 政治 倫理 基準 を 遵守 し な けれ ば な ら な い 。 

(1) 町 民 の 代表 と し て 、 そ の 品位 と 和 名誉 を 損なう よう な 一 切 の 行為 を 慎み 、 
その 職務 に 関し て 不正 の 疑 惑 を 持た れる お それ の ある 行為 を し な いこ と 。 

(2) 町 民 の 代表 と し て 、 常 に 人 格 と 倫理 の 向上 に 努め 、 そ の 地位 を 利用 し て 
いか な る 金品 も 授受 し な いこ と 。 

(3) 政治 活動 に 関し て 、 法 人 その 他 の 団体 か ら 、 政 治 的 又は 道義 的 批判 を 受 
ける お それ の ある 寄付 行為 を 受け な いこ と 。 

(4) 議員 が 行う 寄付 及び 挨拶 状 の 配布 に つい て 公職 選挙 法 (昭和 25 年 法律 第 
100 号 ) の 規定 を 遵守 する こと 。 

(5) 町 又は 町 が 資本 金 、 出 資金 その 他 こ れ ら に 準ずる も の を 出資 し て いる 法 
人 (以下 「 町 等 」 と いう 。) が 行う 工事 の 請負 契約 、 業 務 の 委託 契約 又は 
物品 の 購入 契約 (以下 「 請 負 契 約 等 」 と いう 。) に 関し て 特定 の 業者 の た 
め に 推薦 、 紹 介 そ の 他 の 有利 な 取り 計ら い を し な いこ と 。 

(6) 町 等 の 職員 (臨時 職員 を 含む 。 次号 に お いて 同じ 。) の 公正 な 職務 の 執行 
を 妨げ 、 そ の 権限 及び 地位 に よる 影響 を 不正 に 行使 する よう 働き か け な い 
ME 

(7) 町 等 の 職員 の 採用 、 昇 任 又 は 人 事 異 動 に 関し て 、 不 当 に 関与 し な いこ と 。 

(8) 議員 は 、 そ の 地位 を 利用 し て 嫌がら せ を し 、 強 制 し 、 又 は 圧力 を か ける 
行為 を し て は な ら な い 。 ま た 、 い か な る 場合 で あっ て も 、 他 の 者 が 不快 に 
感じ る 言動 又は 行為 、 そ の 他人 権 侵 害 の お それ の ある 行為 を し て は な ら な 
い 。 































































































































































































































































































(請負 契約 等 に 関す る 遵守 事項 ) 

第 4 条 議員 は 自ら が 実質 的 に 経営 に 関与 する 企業 に つい て 、 地 方 自治 法 第 92 
条 の 2 の 趣旨 を 尊重 し 、 町 と の 間 の 請負 契約 な ど を 辞退 する よう 努め な けれ 
ば な ら な い 。 た だ し 、 炎 害 等 特別 な 理由 が ある と き は この 限り で は な い 。 

2 前 項 に 規定 する 議員 が 「 実 質 的 に 経営 に 関与 する 企業 」 と は 、 次 の いずれ 
か に 該当 する 企業 を いう 。 

(1) 議員 が その 経営 方 針 に 関与 し て いる 企業 

(2) 議員 が 定期 的 に 報酬 を 受領 し て いる 企業 

(3) 議員 が 資本 金 そ の 他 こ れ に 準ずる も の の 3 分 の 1 以上 出資 し て いる 企業 
(審査 の 請求 ) 

第 5 条 町 民 又 は 議員 は 、 議 員 が 政治 倫理 基準 に 違反 する 行為 を し た 疑い の あ 
る と き は これ を 証する 資料 を 添え 、 町 民 に あっ て は 法 第 74 条 第 5 項 に 規定 す 
る 選挙 権 を 有する 者 の 総数 50 分 の 1 以上 の 連署 、 議 員 に あっ て は 3 分 の 1 以 
上 の 紹介 又は 連署 を も っ て 、 そ れ ぞ れ の 代表 者 (以下 「 審 査 請 求 代 表 者 」 と 
いう 。) が 議長 に 対し 、 審 査 の 請求 を する こと が で きる 。 

(審査 会 の 設置 ) 

第 6 条 議長 は 、 前 条 に 規定 する 有効 な 審査 の 請求 が あっ た と き は 、 議 会 運営 
委員 会 の 意見 を 聴き 、 必 要 と 認め る と き は 議会 に 、 平 泉町 議会 議員 政治 倫 屯 
審査 会 (以下 「 審 査 会 」 と いう 。) を 設置 する と と も に その 事業 に つい て の 審 

査 を 付託 する 。 

2 審査 会 の 委員 は 、 議 会 運営 委員 会 の 委員 及び 議長 が 指名 する も の を も っ て 
充て る こと が で きる 。 た だ し 、 審 査 請求 の 対象 と な る 議員 (以下 「 審 査 対象 
議員 」 と いう 。) 及び 審査 請求 を し た 議員 は 、 委 員 と な る こと は で き な い 。 

3 審査 会 の 委員 の 任期 は 、 当 該 議案 の 審査 が 終了 し 、 議 長 に 審査 結果 を 報告 
し た と きま で と する 。 

4 審査 会 に 、 委 員 長 、 副 委員 長 を 置き os 

5 審査 会 の 委員 は 、 公 平 か つ 適正 に その 職務 を 遂行 し な けれ ば な ら な い 。 

6 審査 会 の 委員 は 、 職 * I その 職 は 議 
員 職 を 退 い た と きも 同様 と する 。 

(審査 会 の 審査 等 ) 

第 7 条 審査 会 は 、 議 長 か ら 審査 を 付託 され た 審査 請求 の 適否 及び 政治 倫理 基 
準 の 規定 に 違反 する 行為 の 存 太 に つい て 審査 を 行う も の と する 。 

2 審査 会 は 、 審 査 の た め に 必要 が ある と 認め る と き は 、 審 査 請求 代表 者 、 審 
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査 対象 議員 その 他 の 関係 者 に 対し 、 審査 会 の 会 議 (以下 「 会 議 」 と いう 。) へ 
の 出席 を 求め 、 意 見 を 聴く こと が で きる 。 

3 会 議 は 、 公 開 と する 。 た だ し 、 出 証 和 要員 の 3 分 の 2 以上 の 合意 に より 非 公 
開 と する こと が で きる 。 

(議員 の 協力 及び 義務 ) 

第 8 条 審査 対象 議員 は 、 審 査 会 の 要求 が ある と き は 会 議 に 出席 し 、 又 は 審査 
に 必要 な 資料 を 提出 し な けれ ば な ら な い 。 

2 審査 会 は 、 審 査 対象 議員 が 前 項 の 要求 を 拒否 し た と き 、 又 は 虚偽 の 陳述 を 
し た と き は て の 衣 を 公表 ずる も の と する 。 

(弁明 の 機会 の 保証 ) 

第 9 条 審査 会 は 、 審 査 対象 議員 か ら 審 査 に お いて 弁明 したい 財 を 求め られ た 
と き は 、 そ の 機会 を 保証 し な けれ ば な ら な い 。 

(審査 結果 の 報告 及び 議会 の 承認 

第 10 条 審査 会 は 、 審 査 を 終了 し た と き は その 結果 を 議長 に 報告 する も の と 
する 。 

2 前 項 の 規定 に よる 報告 は 、 議 長 が 議会 に 報告 し て 承認 を 受け な けれ ば な ら 
な い 。 

3 議長 は 、 前 項 の 審査 結果 の 承認 を 受け た と き は 、 そ の 結果 を 審査 請求 代表 
者 及び 審査 対象 議員 に 通知 し な けれ ば な ら な い 。 

(審査 結果 の 措置 ) 

第 1 1 条 議長 は 、 審 査 会 か ら 受 けた 事項 を 尊重 し 、 こ の 条例 の 規定 に 違反 し 
た と 認め られ る 議員 に 対し 、 議 会 の 名 誉 と 品位 を 守り 、 町 民 の 信頼 を 回 復 す 
る た め に 議会 運営 委員 会 に 誇り 、 次 の 各 号 の いずれ か の 措置 を 講ず る も の と 
する 。 

(1) この 条例 を 遵守 する た め の 文 書 警 告 
(2) 議会 の 会 議 へ の 出席 自粛 勧告 
(3) 議会 に お ける 役職 の 辞任 勧告 
(4) 議員 の 辞職 勧告 
(5) 前 各 号 に 揚げ る も の の 他 、 議 長 が 必要 と 認め る 措置 

2 議長 は 、 こ の 条例 の 規定 に 違反 する 行為 が な か っ た と 認め られ る 議員 に 対 
し て 、 そ の 名 人 誉 を 回 復 す る た め 必 要 な 措置 を 講ず る も の と する 。 

3 議長 は 、 前 2 項 に 掲げ る 措置 を 行っ た と き は 、 そ の 旨 を 公表 する も の と す 
る 。 

























































































































































































































































































































































































(委任 ) 

第 1 2 条 この 条例 の 施行 に 関し 必要 な 事項 は 、 議 長 が 別に 定め る 。 
附 則 

この 条例 は 、 平 成 28 年 1 月 1 日 か ら 施 行 す る 。 








平泉 町 議会 政務 活動 費 の 交付 に 関す る 条例 
(目的 ) 

第 1 条 この 条例 は 、 地 方 自治 法 (昭和 22 年 法律 第 67 号 ) 第 100 条 第 14 项 办 
ら 第 16 項 ま で の 規定 に 基づき 、 平 泉町 議会 議員 (以下 「 議 員 」 と いう 。) の 
調査 研究 その 他 の 活動 に 資す る た め 必 要 な 経費 の 一 部 と し て 、 議 員 に 対す る 
政務 活動 費 の 交付 に 関し 必要 な 事項 を 定め る も の と する 。 

(交付 対象 ) 

第 2 条 政務 活動 費 は 、 議 員 の 職 に ある 者 に 対し て 交付 する 。 
(交付 額 及 び 交 付 方 法 ) 

第 3 条 政務 活動 費 は 、 各 月 の 初日 (以下 「 基 準 日 」 と いう 。) に 在職 する 議員 
に 対し 月 額 5,000 円 (年 額 60, 000 円 ) を 4 月 か ら 9 月 まで 及び 10 月 か ら 翌 
年 3 月 まで の 半期 ご と に 交付 する 。 

2 政務 活動 費 は 各 半 期 の 最初 の 月 に 、 当 該 半 期 に 属す る 月 数 分 を 交付 する 。 
た だ し 、 半 期 の 途中 に お いて 議員 の 任期 満了 する 場合 は 、 任 期 満了 の 属す る 

月 (その 日 が 基準 日 に 当たる と き は 、 前 月 ) まで の 月 数 分 を 交付 する 。 

3 月 の 途中 (基準 日 を 除く ) に お いて 、 議 上 員 の 任期 満了 、 辞 職 、 失 職 、 死 亡 
若しくは 除名 又は 議会 の 解散 が あっ た 場合 に お ける これ ら の 事由 が 生じ た 日 
の 属す る 月 の 政務 活動 費 の 交付 に つい て は 、 こ れ ら の 事由 が な か っ た も の と 
みな す 。 

4 半期 の 途中 に お いて 新た に 議員 と な っ た 者 は 、 新 た に 議員 と な っ た 日 の 属 
する 月 の 翌月 (その 日 が 基準 日 に 当たる と き は 、 当 月 ) 分 か ら 政 務 活 動 費 を 
交付 する 。 
(交付 申請 ) 

第 4 条 政務 活動 費 の 交付 を 受け よう と する 議員 は 、 毎 年 度 4 月 30 日 まで に 町 
長 に 申請 し な けれ ば な ら な い 。 

2 年 度 の 途中 に お いて 新た に 議員 に な っ た 者 は 、 任 期 開始 の 日 の 属す る 月 の 
翌月 10 日 まで に 町 長 に 申請 し な けれ ば な ら な い 。 

(交付 決定 ) 

第 5 条 町 長 は 、 前 条 の 規定 に より 申請 が あっ た と き は 、 政 務 活 動 費 の 交付 の 
決定 を し 、 議 員 に 通知 し な けれ ば な ら な い 。 
(交付 請求 及び 交付 方 法 ) 

第 6 条 議員 は 、 前 条 の 規定 に より 通知 を 受け た 後 、10 日 以内 (その 日 が 町 の 
休日 に 当たる と き は その 翌日 ) に 、 政 務 活 動 費 を 町 長 に 請求 する も の と する 。 



































































































































































































































2 町 長 は 、 前 項 の 請求 が あっ た と き は 、 速 や か に 交付 する も の と する 。 
(経費 の 範囲 ) 
第 7 条 政務 活動 費 は 、 別 表 1 に 定め る 経費 に 充て る こと が で きる も の と する 。 

2 政務 活動 費 は 、 別 表 2 に 定め る 経費 に 充て て は な ら な い 。 

(収支 報告 書 ) 
第 8 条 議員 は 、 そ の 年 度 の 政務 活動 費 に 係る 収入 及び 支出 の 報告 書 (以下 「 報 
告 書 」 と いう 。) を 、 領収 書 その 他 支 出 を 証する 書面 を 添え て 年 度 終了 日 の 翌 

日 か ら 起算 し て 30 日 以内 に 議長 に 提出 し な けれ ば な ら な い 。 

2 議員 は 、 任 期 満了 、 辞 職 、 和 失職 若しくは 除名 又は 議会 の 解散 に よる 議員 で 
な く な っ た 場合 に は 、 前 項 の 規定 に か か わら ず 、 議 員 で な く な っ た 日 の 属す 
る 月 まで の 収支 報告 書 、 領 収 書 その 他 支 出 を 証 す べ き 書 面 を 添え て 議員 で な 
く な っ た 日 の 翌日 か ら 起 算 し て 15 日 以内 に 議長 に 提出 し な けれ ば な ら な い 。 

3 議長 は 、 前 2 項 の 規定 に より 提出 され た 収支 報告 書 の 写し を 、 町 長 に 送付 
し な けれ ば な ら な い 。 

(議長 の 調査 ) 
第 9 条 議長 は 、 政 務 活 動 費 の 適正 な 運用 を 期す る た め 、 前 条 の 規定 に より 収 

支 報告 書 が 提出 され た と き は 、 必 要 に 応じ て 調査 を 行う 等 、 使 途 の 透明 性 の 
確保 に 努め る も の と する 。 

(政務 活動 費 の 返還 ) 

第 10 条 議員 は 、 そ の 年 度 に お いて 交付 を 受け た 政務 活動 費 の 総額 か ら 、 当 
該 議員 が その 年 度 に お いて 行っ た 政務 活動 費 に よる 支出 の 総額 を 控除 し て 残 
額 が あめ る と き は 、 当 該 残額 を 速やか に 町 長 に 返 遇 し な けれ ば な ら な い 。 た だ 
し 、 死 亡 の 場合 を 除く 。 

(収支 報告 書 の 保存 ) 

第 1 1 条 第 8 条 の 規定 に より 提出 され た 収支 報告 書 は 、 こ れ を 受理 し た 議長 
に お いて 、 提 出す べき 期間 の 未 日 の 翌日 か ら 起算 し て 5 年 を 経過 する 日 まで 
保存 し な けれ ば な ら な い 。 

(委任 ) 

第 12 条 この 条例 に 定め る も の の ほか 、 必 要 な 事項 は 、 町 長 が 別に 定め る 。 














































































































































































































































































































































































































附 則 
この 条例 は 、 平 成 28 年 4 月 1 日 か ら 施 行 する 。 









































































































































別表 第 1 (第 7 条 関 係 ) 
項 目 内 容 

调查 研究 费 議員 が 行う 町 の 事務 及び 地方 財政 に 関す る 調査 研究 に 要 す 
る 交通 費 、 和 宿泊 費 等 

研修 費 団体 等 が 開催 する 研修 費 、 講 演 会 等 へ の 議員 の 参加 に 要 す 
る 会 費 、 交 通 費 、 和 宿泊 費 等 

会 議 費 議員 が 行う 町 政 に 関す る 住民 の 要望 、 意 見 を 聴 収 する た め 
の 各種 会 議 に 要する 会 議 費 、 機 材 借 上 費 、 交 通 費 、 資 料 印 
剖 费 等 

資料 作成 費 議員 が 議会 審議 に 必要 な 資料 を 作成 する た め に 要する 印 
居 ・ 製 本 代 、 原 稿 料 等 

資料 購入 費 議員 が 行う 調査 研究 の た め に 必要 な 図書 、 資 料 等 の 購入 に 
要する 書籍 購入 代 等 

広報 費 議員 が 行う 議会 活動 及び 町 政 に 関す る 政策 等 の 広報 活動 に 
要する 広報 誌 ・ 報 告 書 な ど 印 刷 費 、 送 料 、 交 通 費 等 

事務 費 議員 が 行う 調査 研究 に 係る 事務 遂行 に 必要 な 事務 用 品 費 、 


























通信 費 、 使 用 料 、 賃 











借 料 等 











別表 第 2 (第 7 条 関 係 ) 



















































































項 目 内 容 
政党 活動 に 関す | 党 大 会 へ の 出席 、 人 賛助 、 政 党 の 広報 誌 等 印刷 、 発 送 、 政 党 
る 経費 組織 の 事務 所 の 設置 及び 維持 (人 件 費 を 含む 。) その 他 政 党 
活動 に 要する 経費 
選挙 活動 に 係る | 各種 選挙 等 で の 支援 活動 、 選 挙 ビ ラ 作 成 、 そ の 他 選 挙 運動 
経費 及 選 挙 活動 に 要する 経 * 
後援 会 活動 に 係 | 後援 会 の 広報 誌 等 印刷 ・ 発 送 、 後 援 会 事務 所 の 設置 及び 維 
る 経費 持 (人 件 費 を 含む 。)、 後 援 会 主催 の 町 政 報告 会 等 の 開催 、 





その 他 後 援 会 活動 に 要する 経費 














私 的 活動 に 係る 


経 3 














葉 婚 葬祭 、 款 教 活動 、 そ の 他 私 的 活動 に 要する 経費 
議員 が 他 の 団体 の 役員 を 兼ね て いる 場合 、 当 該 団体 の 理事 





三 闪电 
人 し 時 人 AN AS 各 
AN 役員 会 、 総会 等 











へ の 出席 に 要 






































する 経費 














その 他 政 務 活 動 


























事務 所 又は 邊 動車 の 購入 又は 維持 ・ 修 理 に 要する 経費 








の 目的 に 合致 し 






































活動 に 直接 必要 と し な い 備 品 購入 等 に 要する 経費 











挙 法 の 法令 の 制 











